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「４人で合奏するのは難しい。先生方も混じってはどうか。」
　４月早々に職員室ではそんな話し合いをしました。しかし、本校の教
育目標は「チャレンジする子ども」です。「４人でどこまでできるのかチャ
レンジしましょう。」そうした思いを子どもたちにも伝え、毎日、時間を見
つけては合奏の練習に取り組んできました。
　９月１４日。方部音楽祭。アリオスの大きなステージに立った４人の子
どもたちは、これまでの練習の成果を発揮して、「剣の舞」を精一杯演
奏してくれました。「これがぼくたちのチャレンジだ。」そうした気迫さえ
感じられるすばらしい演奏でした。
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 がんばりました・・・方部音楽祭 合奏「剣の舞」

 白水小学校 算数科スタンダード…少人数のよさを生かした授業づくり
　白水小学校では、校内で算数科の授業研究を進めています。テーマ
は「少人数のよさを生かし、一人一人がアクティブに学ぶ授業づくり」で
す。
　本校では、他校にない「少人数教育ができる環境」にあります。この環
境を最大限に生かした授業を創っていこうというものですが、具体的に
は、以下のような観点です。
① 授業の課題や内容を一人の実態をもとにする「個に応じた授業」
② 全員が自力で問題を解決できるようにする「個に応じた支援」
③ 全員が自分の解決方法を説明する「全員発表授業」
　こうしたことは、本校では日常的に行っていることではありますが、これ
は、１クラスに３０人いたとすると、できないことでもあります。特に、全員
が自分で問題を解決し、全員が自分の解決方法を説明するということ
は、本校でしかできない学習活動とも言えます。
　現在、これを続けていくことで「白水小学校 算数科スタンダード」とし
て定着させていきます。
　９月８日には、６年生の提案授業を通して、学ぶ子どもの姿を校内で
共有のものとしました。

【自分の解決方法を説明する児童】
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１０月４日（水）

１０月６日（金） １０月２３日（月）
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１０月１８日（水）

　木村先生の出前体育授業　　９月２１日（木）
　市内で健康教室を開いている木村かおり先生による出前体操教室を行い
ました。この日はダンスを教えていただき、格好よく見えるポイントを教えて
いただきました。両手を上にあげる動きは、中途半端にやると盆踊りのように
見えてしまいます。しっかりとひじを伸ばすととても格好よく見えるとのこと。し
かし、やってみると単純でもなかなか難しく、子どもたちは楽しく、かつ真剣
に練習に取り組んでいました。また、フラフープを使ったいろいろな動きも教
えていただき、これらは、来月の「しらみず祭り」で披露できるようにこれから
練習していきます。

いわき市教育委員会　学校訪問

◇ １０月の主な行事予定

交通安全教室

しらみず祭り　予行

クリーン活動

しらみず祭り

　新しいALT（英語の先生）テス先生を迎える会　９月６日（水）
　１学期までお世話になったカイリーン先生に代わって、２学期から新し
くテス先生が来てくださいました。この日にはテス先生を迎える会を行
い、４名の児童が英語で自己紹介をしました。
「How do you do Tess. 　My name is Eita Wakamatsu.
　I'm 11 years old. 　I like Math and Sience.　Thank you.」
と言った感じのあいさつです。どの子もちゃんと言えて、テス先生には
しっかりと伝わりました。
　その後、代表児童からお手紙と花の首輪を送りました。
　テス先生は、９月２０日にも来ていただき、楽しい英語の授業をしてい
ただきました。

　避難・防災訓練　　８月３０日（水）
　前日早朝に、Ｊアラートで北朝鮮によるミサイル発射情報が流れたばかりの
この日に、避難・防災訓練を実施しました。この日は大きな地震を想定した
避難でしたが、火災の場合と、ミサイルが飛んできた場合も含めて、内郷消
防署の方からお話をいただきました。
　別の文書でもお知らせしましたが、今後も北朝鮮からミサイルが飛んでくる
可能性があります。窓から離れ、太い柱があるところで身の安全を第一に考
えると共に、情報収集に努めてください。
　この日には、合わせて消火器による消火訓練も実施しました。

先生方の研究会　午前下校

お弁当の日

　８，９月の教育活動より

　内郷方部連Ｐ球技大会
　　　　　　　　　　　　　　８月２７日（日）
　内郷二中を会場として行われた本
年度のＰＴＡ球技大会には、本校の
保護者の方々が内郷二中との連合
チームの一員として参加しました。
　綴小ＰＴＡとの試合は、最後までも
つれる展開でした。
　保護者の皆様、ご苦労様でした。

こころの劇場　お弁当の日 振替休業日

　　　体育の日 山野先生の習字教室　　集金日

箱崎さんの読み聞かせ

福島県ＰＴＡ研究大会　いわき大会

ＡＬＴ　テス先生来校日

ホームページでも情報を発信しています。

携帯電話からでも見ることができます。下のバー

コードを読み取ると、本校のホームページにつな

がります。

今年のしらみず祭りでは、

子どもたち一人一人が

意見文を発表する「少年

の主張」を開催する予定

です。


